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巻 頭 口

千芙市加怜利貝塚博物館は、加曽利貝塚を中

心とする縄文時代の貝塚を伴う集落に関する歴

史科学博物館として発足した。その期待は大き

く、その任務は軍い。

博物館は元来、研究機関であると同時に教育

機関という二重性格を帯びている。この点、大

学と類似しており、 実際に、大学などの研究機

関と密接な連繋なくしては、その実質的な活動

をおこなうことはできない。

中には、社会教育法などに某づき、蔀物館は

社会教育機関だか らとい って、その教育機能の

みを強調する領向がある。また、教育機関とい

うと、その教育すべき内容は、他の研究機関に

おける成果のうち、ほぼ普遍化した「定説」を

導人し、それを解説し伝授する場所だという認

識が意外に多い。これらは本買的な誤解である。

これは、小・中学校における義務教育や高等

学校における甚礎教育など、学校教育を中心と

した狭遍な認識である。一般の社会人が現実の

生活体験を通じて、その中から把握した自主的

な問題意識や学習意欲に対して、なんらかの指

針や解決を与えるためには、そのような既成の

常識や定説だけでは到底不可能である。そこに

は、当然のことながら、博物館と利用者との密

接な対話が必要となり、それによ って、常に創

造的 ・前進的な調査 ・研究が要請されるはずな

のである。

もともと博物館とは、利用者の自主的な学習

の場、創造的な調査・研究の場である。薄物館

は、常に利用者の問題意識を感受し、同時代人

の共通の問題として受け止め、むしろそれを先

取りするような先導的役割を果すべきである。

すなわち、博物館は利用者との共同学習、共同

研究の場なのである。

したがって、研究なきところに教育などあり

えない。博物館で実質的な教育効果を挙げるた

めには、 当然、博物館独自の積極的な調査・研

究が必要となる。それが、博物館における教育

内容を豊富にすると同時に、その内容に対する

確実性と資任性を確保することになるのである。

すなわち、博物館における研究成果を展示に反

映すると同時に、その根拠を明示し、その正当

性を世に問い、大方の叱正や教示を得るために

こそ、この「紀要」を公刊するものである。


